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①  標題 （英語タイトルの場合は、その日本語訳もお書きください。） 

A multichannel scintillation detector for mass-resolved GeV-ion spectroscopy in laser-driven ion 

acceleration experiments 

レーザー駆動イオン加速実験における質量分解 GeVイオン診断のためのマルチチャンネルシンチレー

ション検出器の開発 
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④  備考 

国際ワークショップ，口頭発表． 

日本-ルーマニアの二国間交流事業の一環としてワークショップ（参加自由）を開催．ELI-NPの 10 PW

レーザー施設における実験提案のほか，今後の ELI-NP との共同研究展開を想定して両国の研究動向

に関する発表と議論を行った． 

学会 HP：http://www.phys.aoyama.ac.jp/~sjtanaka/ws_2310_ELI-NP_Bilateral.html 

講演プログラム：

http://www.phys.aoyama.ac.jp/~sjtanaka/pdfs/ws_2310_ELI-NP_Bilateral_program.pdf 

別添資料：「別添資料 3_プログラム_ELI-NP_workshop2023_日程_開催地_発表者情報.pdf」 

    「別添資料 3_講演資料_ELI-NP_workshop_2023.pdf」 
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